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研究・技術開発の目的=本研究の目的は、下水処理水放流先水域の水環境の保全を目指し、

下水処理場で雨天時に簡易処理放流される合流式越流水（CSO）等に含まれるウイルスや

細菌類といった病原性微生物や、消毒副生成物等によるリスクを低減するための、既存下

水処理施設を活用した低コストの新しい雨天時都市排水処理システムを開発することであ

る。 
 
研究・技術開発の内容と成果=安全な消毒を行うための前処理技術の開発（サブテーマ 1）
においては、まず日本において知見の乏しい簡易放流される雨天時下水の消毒効果抑制因

子を把握するための試験を行った。晴天時下水を用いての大腸菌群の塩素消毒特性を室内

実験により求め、Collins-Selleck 式により解析し、現状の塩素量での消毒効果の評価と放

流基準を満足する必要塩素量について考察した。また、ウイルスの消毒工程での挙動のモ

デルとなる大腸菌ファージ 4 種の測定手法を検討するとともに、細菌類のモデルとなる大

腸菌の測定環境を整えた。さらに、簡易放流時には、高濃度のアンモニア性窒素の存在下

で塩素消毒されるため、結合塩素（クロラミン）する。近年クロラミン消毒では、発ガン

性が疑われている消毒副生成物 N-ジニトロメチルアミン（NDMA）が生成することが報告

されていることから、近畿圏にある 12 の下水処理場で NDMA の存在量の実態調査を行っ

た。その結果、処理工程、特に消毒工程を経ることによる NDMA 濃度が増加する場合があ

った。さらに、雨天時における生物生理活性物質の動態を把握するために、淀川中流域の 4



つの下水処理場において、3 ヶ月間にわたり毎週放流水の採取を行った。その中で、採水直

前に強降雨が 1 度観測され、合流式下水処理場の放流水からは、65 種の医薬品やパーソナ

ルケア製品由来の化学物質（PPCPs）が、非降雨時に比べ数倍から最高で 100 倍の濃度で

検出された。既存の下水処理施設を活用した雨天時都市排水処理システムの開発（サブテ

ーマ 2）においては、まず、分離膜を用いたコンデンサシステムの設計・運転条件の検討を

行った。本研究課題では、雨天時に下水処理場へ流入し、不十分な処理により下水処理水

に残留するアンモニアを生物処理により除去するためのコンデンサ装置（膜ろ過装置によ

る活性汚泥の分離と濃縮）を提案している。コンデンサ装置は常時稼動するものではなく、

雨天時に既設活性汚泥処理設備の最終沈澱池での固液分離機能を補強しつつ、返送汚泥濃

度を保ち、雨天時に下水処理場へ流入する水量の増加による生物反応槽の活性汚泥濃度の

低下を補うことが目的である。これまでの研究から、コンデンサシステムは最大 48 時間程

度の連続運転を行い、運転終了後は薬品洗浄等を行って次の稼動に備える必要がある。そ

のため、膜材質は、有機膜に比べて機械的強度と耐薬品性が高く、長寿命で膜破断の恐れ

がなく、高圧・高 Flux が可能な無機膜（セラミック膜）を選択した。コンデンサ装置の運

転条件を決定するため、あらかじめより小型のセラミック膜を用いた基礎検討を行った。

小型セラミック膜による基礎検討と並行してコンデンサ装置を設計・作製した。 
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